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◉�　給与所得、退職所得等の所得税徴収高計算書（納付書）の記載例（一般の
源泉徴収義務者の場合）
＜納付する税額がある場合＞
⑴　平成28年７月25日に平成28年７月分の給料を支払ったが、その支給人員
は38人、支給額（税込）は8,990,000円、源泉徴収税額は161,700円である�
（「俸給・給料等」欄に記入）。
⑵　平成28年７月10日に従業員に賞与を支払ったが、その支給人員は31人、
支給額は10,755,000円、源泉徴収税額は472,998円である（「賞与（役員賞与
を除く。）」欄に記入）。
⑶　平成28年６月30日付で退職した人（１人）の退職金8,500,000円を平成28
年７月25日に支払ったが、退職金の額が退職所得控除額以下であったので、
源泉徴収税額はなかった（「退職手当等」欄に記入）。
⑷　平成28年７月分の税理士報酬を平成28年７月31日に支払ったが、その支
払額は70,000円、源泉徴収税額は7,147円である（「税理士等の報酬」欄に
記入）。
⑸　平成28年６月30日に支払の確定した役員に対する賞与を平成28年７月25
日に支払ったが、その支給人員は３人、支給額は2,500,000円、源泉徴収税
額は258,367円である（「役員賞与」欄及び「同上の支払確定年月日」欄に
記入）。
⑹　以上により、納付する税額の合計は、900,212円である（「本税」欄及び�
「合計額」欄に記入）。

＜納付する税額がない場合＞
　納付する税額がない場合であっても、所得税徴収高計算書（納付書）は
所轄の税務署にe-Taxを利用するか又は郵便若しくは信書便により送付又
は提出してください。

詳しくは、e-Taxホームページ（www.e-tax.nta.go.jp）をご覧ください。

　インターネットにアクセスできるパソコンをお持ちの方は、次の手順で事前準備を行うことにより、
国税電子申告・納税システム（e-Tax）を利用した電子納税ができます。

ご利用開始までの流れ

　e-Taxをはじめてご利用になる場合は、e-Taxの開始届出書の提出(送信)が必要です。
　e-Taxソフト（WEB版）を利用して開始届出書の提出（送信）を行うと、利用者識別
番号を通知する画面が表示されます。
　※1　e-Taxの開始届出の方法は、他にも、e-Taxホームページの「e-Taxの開始（変更等）

届出書作成・提出コーナー」を利用する方法や所轄税務署に書面で提出する方法があ
ります。

　　2　e-Taxソフト（WEB版）の操作方法については、e-Taxホームページ（e-Taxソフ
ト（WEB版）ご利用ガイド）をご覧ください。

e‒Taxの開始届出を行います。

①　ダイレクト納付を利用する場合
　ダイレクト納付利用届出書を所轄の税務署へ書面で提出します（金融機関届出印の
押印が必要となりますので、オンラインでは提出できません。）。
　ダイレクト納付利用届出書を提出いただいてから利用可能となるまで、１か月程
度かかります。
　　利用可能な金融機関につきましては、国税庁ホームページでご確認ください。

②　インターネットバンキングで納付を行う場合
　金融機関とインターネットバンキング等の契約をします。電子納税を利用するた
めには、お取引先の金融機関で「税金・各種料金払込みサービス」（ペイジー）が提供
されている必要がありますので、あらかじめ金融機関にご確認ください。

これで電子納税の準備は完了です。「電子納税のしかた」は裏面をご覧ください。
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ｅ‐Ｔａｘを利用して源泉所得税が納付できます！

　電子納税には、①ダイレクト納付を利用する方法、②インターネットバンキングやＡＴＭ等を利用し
て納付する方法があります。
　ダイレクト納付では、事前に届出をした預貯金口座からの振替により、簡単なクリック操作で即時又
は期日を指定して納付することができます。

税務署又は金融機関に対し電子納税のための手続を行います。3

e‒Taxソフト（WEB版）の準備をします。1

　　ご利用になる場合には、e-Taxホームページから、e-Taxソフト（WEB版）用の事前
準備セットアップを行ってください。

※　e-Taxソフト（WEB版）はWebブラウザ上で電子納税などを利用できます。なお、パソコンにe-Taxソフトを
インストールして電子納税などを利用することも可能です。

（e-Taxソフト（WEB版）を利用する場合）




